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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
明
け
暮
れ
た
令
和
4
年
度 

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
関
係
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
応
募
者

が
少
な
く
、
役
員
不
足
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
自
治
会
で
は
、
会
員
の
自
発

的
な
役
員
参
加
を
期
待
す
る
と
共
に
、
各
地

区
の
世
帯
数
に
応
じ
た
役
員
選
出
や
、
隣
組

で
班
編
成
を
し
て
、
持
ち
回
り
で
担
当
し
て

い
る
班
長
の
輪
番
制
な
ど
を
参
考
に
、
各
地

区
か
ら
の
平
等
な
役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
令
和
3
年
1
月
と
7
月
、

令
和
4
年
7
月
の
3
回
に
わ
た
り
、
そ
の

時
点
の
班
長
さ
ん
を
対
象
に
、「
自
治
会
役
員

選
出
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
取
り
纏
め
結
果
は
そ
の
都

度
紙
面
で
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。 

 

 

 

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
令
和
4
年

度
の
事
業
も
3
月
末
で
終
了
い
た
し
ま
す
。 

本
年
度
は
、
4
月
の
通
常
総
会
と
新
班
長
連

絡
会
議
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
発
生
）
感
染
症

予
防
の
た
め
、
懇
親
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
中

止
す
る
な
ど
、
会
員
が
親
睦
連
携
し
合
う
、
大

き
な
事
業
（
夏
祭
り
・
大
運
動
会
・
総
合
防
災

避
難
訓
練
・
い
き
い
き
祝
賀
会
・
新
年
交
賀
会
）

は
中
止
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
野
外
活
動
の
年

3
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
や
三
密
を
回
避
し
な
が

ら
の
大
釜
い
き
い
き
サ
ロ
ン
、
交
通
安
全
活
動

や
防
犯
活
動
（
子
供
た
ち
の
見
守
り
・
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
）
は
計
画
通
り
実
施
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
高
齢
者
世
帯
と
災
害
弱
者
に
対
す
る

見
守
り
活
動
や
福
祉
活
動
（
ゆ
い
づ
く
り
事
業
）

な
ど
、
地
域
の
安
全
安
心
な
暮
ら
し
に
直
結
す

る
事
業
は
、
関
係
者
が
連
携
し
合
っ
て
活
動
を

例
年
同
様
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
冬
は
雪

の
降
る
回
数
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
が
、
い
ざ 

降
る
と
な
る
と
、
ど
か
雪
が
多
く
、
ゆ
い
づ
く

り
雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー

ズ
」
の
出
番
に
な
り
ま
し
た
。
推
進
員
は
、
高

齢
者
宅
や
災
害
弱
者
宅
を
訪
れ
て
、
声
が
け
し

な
が
ら
玄
関
先
か
ら
道
路
ま
で
の
除
雪
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。 

総
務
部
・
保
健
福
祉
部
よ
り 

写
真
左 

4
年
12
月
3
日
に
今
冬
の
除
雪
活
動
を
前
に
結
団 

式
に
参
加
し
た
「
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
」
推
進
員
の
皆
さ
ん 

令
和
2
年
度
か
ら
こ
の
時
期
に
取
り
上

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
大
釜
南
自
治
会

で
は
活
動
目
的
と
し
て
、
規
約
（
毎
年
総

会
後
に
全
戸
配
布
し
て
い
る
総
会
資
料

に
、
自
治
会
規
約
と
各
専
門
部
の
活
動
規

程
が
載
っ
て
お
り
ま
す
）
第
3
条
で
「
最

近
い
ち
じ
る
し
い
地
方
分
権
に
伴
い
、
地

域
社
会
の
急
変
と
少
子
高
齢
化
の
時
代
を

向
か
え
、
今
こ
そ
21
世
紀
の
地
域
を
背
負

っ
て
立
つ
人
づ
く
り
に
寄
与
し
、
地
域
住

民
の
融
和
を
図
り
、
自
然
の
保
護
、
環
境

の
整
備
等
に
創
意
を
凝
ら
し
、
犯
罪
の
な

い
、
明
る
く
豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
づ
く

り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と

謳
っ
て
お
り
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
協

力
し
合
い
、
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
目
的
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
自

治
会
役
員
の
方
々
が
、
会
員
の
皆
様
と
手

を
携
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
創
意
工
夫

を
し
な
が
ら
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

 
し
か
し
、
近
年
役
員
の
な
り
手
が
少
な

く
な
り
、
役
員
の
高
齢
化
と
共
に
、
現
役

員
の
方
々
も
後
任
者
を
探
せ
な
い
他
、
役

員
の
居
住
地
区
も
片
寄
っ
て
お
り
ま
す
。 

自
治
会
だ
よ
り
や
機
会
を
と
ら
え
な
が

ら
、
役
員
募
集
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
き 

自
治
会
役
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て 

理
事
会
で
検
討
し
て
い
ま
す 
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あ
と
が
き 

令
和
4
年
度
も
今
月
で
終
わ
り
で
す
。
記
事
づ
く

り
に
没
頭
し
て
い
る
う
ち
に
あ
っ
と
い
う
間
の
１
年

で
し
た
。 

5
年
度
も
地
域
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
の
で
会

員
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｏ
・
Ｔ
） 

 

第
12
回
大
釜
探
検
隊
が
行
わ
れ
ま
し
た 

大
釜
地
域
づ
く
り
推
進
会
が
企
画
し
て

い
る
、「
第
12
回
大
釜
探
検
隊
」
が
2
月
26

日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
3

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
滝

沢
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
総
括
主
査
、
井
上
雅
孝
氏
（
考
古
学
）
を

講
師
に
お
招
き
し
て
、
大
釜
地
域
の
歴
史
を

学
ぶ
「
縄
文
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
」
と
題
し

て
、
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
立
地
し
て

い
る
大
釜
館
遺
跡
と
約
1・5
㎞
西
側
に
位
置

す
る
八
幡
館
山
遺
跡
は
、
平
安
時
代
（
11
世 

 

４
月
～
５
月
の
行
事
予
定 

令
和
5
年
度
大
釜
南
自
治
会
総
会
及
び 

第
1
回
班
長
連
絡
会
議
開
催
の
お
知
ら
せ 

日
時 

4
月
16
日
（
日
） 

午
後
２
時
か
ら 

場
所 

大
釜
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階 

主
な
議
題 

① 

令
和
4
年
度
事
業
活
動
報
告
及
び
収
入
支
出

決
算
書
の
承
認
に
つ
い
て 

② 

令
和
5
年
度
事
業
計
画(

案)

及
び
収
入
支
出

予
算
書(

案)

に
つ
い
て 

③ 

自
治
会
役
員
の
承
認
に
つ
い
て 

※ 

総
会
終
了
後
引
き
続
き
、
令
和
5
年
度
第
１
回
班

長
連
絡
会
議
を
行
い
ま
す
の
で
、
新
し
く
班
長
に
な

ら
れ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。 

○
4
月
21
日
（
金
）
大
釜
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
第
１
回
介
護
予
防
教
室
」 

○
5
月
9
日
（
火
）
大
釜
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
・
茶
会
」 

○
5
月
18
日
（
木
）
大
釜
い
き
い
き
サ
ロ
ン 

「
元
気
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」 

（
輪
投
げ
・
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
） 

 
 

 

詳
し
く
は
回
覧
で
ご
確
認
を
！  

 

 

 

紀
・
安
倍
氏
時
代
）
か
ら
戦
国
時
代
（
15
～
16

世
紀
・
武
田
氏
時
代
）
に
か
け
て
の
城
館
跡
と

志
和
城
方
面
か
ら
の
攻
撃
を
監
視
す
る
た
め
の

山
城
跡
で
あ
る
事
が
、
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
、

平
成
22
年
3
月
に
滝
沢
市
の
指
定
遺
跡
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
両
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
沢
山
の
遺
物
も
、
市
の
指
定
有
形
文
化
財
と

し
て
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
講
師
か
ら
は
「
今
回
の
開
催
は
時
間

が
少
な
く
、
簡
略
に
し
か
お
話
し
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
ぜ
ひ
、
続
き
を
企
画
い
た
だ
け
れ
ば

喜
ん
で
ま
い
り
ま
す
。」
と
の
お
話
に
、
参
加
者

か
ら
は
期
待
の
拍
手
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

表
ペ
ー
ジ
の
続
き 

つ
い
て
は
、
令
和
5
年

度
大
釜
南
自
治
会
総
会
（
4
月
16
日
開
催
）

に
引
き
続
き
行
わ
れ
る
、
第
1
回
班
長
連
絡

会
議
の
席
上
で
、
新
し
く
班
長
に
な
ら
れ
る

方
々
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
意
見

交
換
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
で

き
れ
ば
、
5
年
度
中
半
頃
ま
で
に
は
、
今
後

の
持
続
可
能
な
自
治
会
運
営
が
で
き
る
役

員
の
選
任
方
法
を
見
出
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

総
務
部
よ
り 

写
真
左 

令
和
元
年
9
月
実
施
の
自
主
防
災
総
合

訓
練
で
の
炊
き
出
し
の
成
果
を
賞
味
す
る
参
加
者 

 

写
真
左 
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
説
明
す
る
井
上
雅
孝
氏
と
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
に
耳
を
傾
け
る
大
勢
の
参
加
者 


